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活動報告
・第4回運営会議 2025年7/4（土）

利府町文化交流センター
（リフノス） 研修室４

サイエンスデイ2025準備

・第5回運営会議 2025年/8/23（土）
仙台市戦災復興記念館
4階第5研修室

市民防災・減災講習会について検討
コラム用「活断層」の小冊子化につい
て

・サイエンスデイ2025 2025年7/20
仙台国際センター展示棟

テーマ；
地震について、ちょっとだけ知っておく

今後の予定
・2025年第6回運営会議；2025年10/18(土)

日立システムズホール仙台

防災・減災サポートセンターの目的
この法人は、不特定多数の市民・団体に対して、科学技術分野で助言・提案を
行い、社会教育、地域づくり、地域安全、災害救援の支援、科学技術の振興の
寄与に関する事業を行い、もって公益の増進と自然災害の防災・減災に寄与す
ることを目的とする。

サイエンスデイ2025
参加報告

今年もサイエンスデイ2025（通算18
回目）に講座「地震について、ちょっ
とだけ知っておく」というテーマで出
展しました。
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“もしも”ではなく”いつか必ず“くる
地震について、正しい知識を身につけ
て自然災害に関心を持ち続けていくこ
とで安全に避難することができます。
地震のゆれ、ゆれることで足元に起き
ること、どうすれば助かるかについて
考えてみたい。実施構成はストーリー
に基づいてファシリテーターが、参加
者の方からの発想、気づきなどを引き
出してみたい。自然災害への対応には、
一人一人が正しい知識を持って、関心
を持ち続けることが基本というNPOの
考え方を実践したものです。当日は、
地震波実験、液状化実験、建物のゆれ
の実験、そしておさらいをして終了し
ました。参加者は午前、午後の2回の
講座で、親子14組35名でした。

地震発生の説明の様子

液状化実験の様子

説明について 実験について
テーマ 地

震
波

液
状
化

ゆ
れ

地
震
波

液
状
化

ゆ
れ

よくわ
かった

11
名

13
名

1
3
名

14
名

15
名

1
5
名

わかっ
た

5名 3名 2
名

2名 1名 1
名

どちら
でもな
い

1
名

100点満
点に換算＊

９
４

９
６

９
５

９
８

９
９

９
９

アンケートの結果

小学2年生 小学3～6年
生

中学1～3年
生

1名 7名 3名

・全体にわかりやすい説明で、体験もあって
よかった。
・今回の学習を活かして、正しい行動がとれ
るように考える機会になった。
・子供が、さまざまな実験が楽しかったよう
に親から見える。
・子供たちも最後まで興味を持って取り組め
ていると思いました。
・説明スライドの資料（おさらいのことかな
?）にメモ欄が欲しい。
・実験が子供にも分かりやすかった。
・実験や体験をすることで、地震の実態を理
解したように感じる。
・実験や体験を通して、備えをすることに役
に立ちそう。
・地震波がわかりやすく説明されて、理解が
深まった。

アンケートの回答者の学年

講座全体の感想



認定 法人 防災・減災サポートセンターNPO 3

自然災害は必ず起きる、
数字に一喜一憂せず淡々と備えは怠らず

９/27に各報道機関が、南海トラフの30
年以内に起きる発生確率を見直しして、長
期評価を「60～90%以上」となったことを
一斉に発表しました。今年の1月までは
80%程度ということでしたので、数字に幅
があることを気にしつつ研究成果だと思い
ながらも高くなったのか低くなったのか気
になったのではないでしょうか。そして、
政府の地震調査委員会は別の計算モデルを
用いた場合には､20~50%になるとも併記
しました。
そうなると、どの数字が確かなのか、へ

たすると、可能性が低くなったということ
で取り組みが沈滞することはないだろうか
と心配します。この辺を住民が冷静にその
背景を理解されることができるかどうか、
とくに行政体では、この辺の説明のむずか
しさを感じているのではないでしょうか。
また、住民が低い方の数字にとらわれて、
油断や迷いにつながらないような適切な情
報の発信が必要であると感じます。正直、
わかりにくくなったというところではない
でしょうか。

地震のメカニズムは完全に解明されたわ
けではないので、わかる範囲での成果だと
いうことになるのでしょうが、今回の数字
をどう理解してこれまでのハードならびに
ソフト対策や住民の減災意識を継続させて
いくかどうかは大変に重要なことです。
今回の2つの数値は、「時間予測モデル

」に基づいての計算式で60～90%以上とし
、「固有地震モデル」で20~50%と算出し
ています。

「時間予測モデル」は、直前の地震の規模
（地盤隆起量）が大きいほど次の地震まで
の発生間隔は長くなるというものです。

 海溝型地震の 30 年以内の発生確率 
         地震調査研究推進本部の長期評価（2025.1 時点） 

 
   日本海溝・東北地方太平洋沖型 

       （M9 程度） 

       確率ほぼ０％ 

南海ト８０％ラ 

南海トラフ（Ｍ８程度） 

80%程度   ★60~90%程度以上 
       ★20~50% 

30年以内に発生する確率

30年以内に発生する確率

20～50％

60～90％程
度以上
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一方、「固有地震モデル」は、隆起量を考
慮しないもので、海溝型地震では地震発生
の間隔から基本的に推定されていて全国の
地震活動評価で示されているものです。
南海トラフの場合には、地震による地盤

の隆起量を計算に入れたモデルが採用され
ていますが、古文書を含めて隆起量を精密
に記録されているかどうかという悩みもあ
ります。特に、南海トラフ地震は意外と記
録が少ないために大昔の地震の規模も数値
的に不確実であるという致命的な基礎情報
の不足もあります。住民側からすると、異
なる確率の併記は確かに混乱を招くものに
なっているような気はしますが、防災対策
はより高い方の確率で対応することが、自
然災害の想定外への対応という点でも望ま
しいことです。今回の報告書でも、このこ
とは明記されていますが、決して、確率が
低くなったことではないことを説明して理
解してもらうむずかしさには課題があるよ
うな気がしますし、少なくとも、都合よい
解釈で対策が怠るということは避けなけれ
ばなりません。今回のデータ不確実を考慮
しての報道に関して、様々な思いがありま
した。その一つが、自然災害はつくづく予
想が難しいもので、とくに住民にとっては
想定外のことを災害のたびに経験すること
になります。想定外とは事前に考えていた
状況や事態が、想像を超えて現れることで
すが、自然災害においても様々な形で発生
しています。その背景としては、自然現象

がこれまでと異なるメカニズムや規模の激
甚化によって、以前の経験値以上のものが
起きているからです。
今年の夏は、西日本だけでなく東北日本

でも線状降水帯や台風によって、これまで
の記録を超える降雨量と広範囲での被害が
かつて経験したことのないような規模での
事態になりました。このようなことは、ま
れに起きる一過性であると考えることはで
きません。気象のパターンが確実に変化し
ていることを思うと、これからも姿を変え
ての災害になるようにも思えてきます。我
々は、どうすれば、この想定外のことに対
して備えればよいのでしょうか。それには
ハザードマップを活用することに加えて、
潜在化している地域のリスクを洗い出すこ
とです。つまり、想定外は、この見えない
リスクの顕在化であるということです。そ
して、どこにリスクがあって、どのような
影響を受ける可能性があるのかを最大に想
定することです。
豪雨による想定外の規模の災害に加えて

、突発的におきる活断層の活動もあります
。いわゆる内陸地震も起きて初めてその存
在を認識するということもあります。想定
外は、我々の意識とも関係しているわけで
、それがまさかということになります。我
々は、経験の中で生きていて、自分が考え
ている枠外で起きることには、まったく無
力なものです。
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また、7/30の朝に、カムチャッカ沖で
Ｍ8.7の地震が発生して、全国に津波警報
、200万人に避難指示が発表されました。
仙台空港でも滑走路が閉鎖されて、航空各
社の定期便が欠航となりました。このこと
は多くの方が想定外のことだということで
話題になりました。
何が想定外だったのでしょうか。地震が

発生して津波が伴うということ自体は多く
の方が知っています。津波がこれば、沿岸
部では特に、被害を警戒しなければならな
いこともわかっています。しかし、いつ、
どのような津波が、どのような規模で来る
のかは、来るまで分かりません。想定外と
思ったのは、避難指示という警戒レベルで
2番目に高い指示が21都道府県に及んだこ
とです。千島列島の先で起きた地震が、ま
さか日本列島にこのレベルで思われたとい
うことに驚いたのではないでしょうか。起
きたことは目新しいことはないのですが、
起きたことによるさまざまな影響がこれま
での経験や知識を超えていることだったと
いうことです。今回の津波が海底地形によ
って複雑な動きになったことが大きな要因
だということが、後日の解析で明らかにな
りました。
自然災害は、過去のものと全く同じとい

うことはなくメカニズムが様々な要素から
なっていることや対象物も複雑化している
という背景があります。そんな状況で、ど
んな対応が取れるのか、出たとこ勝負する

以外に方法がないのかということでありま
すが、少なくとも、何かが起きることを想
定しておくことは重要なことです。自然災
害は発生確率が完全にゼロでなければ、必
ず起きることだけは確かなことを改めて感
じました。 以上

ニューズレター時評
大規模山火事のこと

今春、大船渡や四国の今治、岡山県の山
間部で大規模な山火事が発生し、数日間に
わたって降雨もなく心配し続けることがあ
りました。林野庁のHPによると、林野で
の火災件数は減少の傾向にあるとはいえ、
ここ数年の平均では年間に約1300件とな
っています。
山火事は、様々な原因で出火するわけで

すが、燃えるものがなければならないのは
当然ながら、その燃えるものは林床が延焼
する地表火、木の幹が燃える樹幹火、木の
枝が燃える樹冠火があり、大船渡の火災は
写真からもわかるように林床が燃えたもの
です。
つまり、土壌の上に蓄積された落葉や落枝
の層が燃え広がったものと考えられます。
報道では、消えたようなところでも見えな
い火種が残っていることが心配だというこ
とで、なかなか鎮火宣言が出せないという
ことには理由がありました。



この山火事の原因を森林環境と気象現
象の両面から考える必要があると思われ
ます。森林環境は、燃えにくい樹林への
遷移になっているとはいえ、生活や社会
環境の変化で燃料が林内に蓄積されてい
ることです。一方、気象現象の変化も軽
視できません。湿潤と乾燥というサイク
ルが変化しているというよりも両極のか
い離が大きくなっていないかです。適度
にバランスされないで乾燥を助長するよ
うな気象になっているような気もします
。降雨水が多いと洪水が伴うものの植生
が旺盛になり、気温の上昇で乾燥が続く
と植物や落葉落枝が増加し、土壌からの
水分も引き出して地山全体が乾燥化して
いきます。したがって、今回のような大
規模山火事はまれに起きたというよりも
、今後も起こりうるものとして対応を考
えていく必要があります。
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気象現象の温暖化ということに関心を
持ち続けていくことは当然ながら、消防
防災という観点から災害のリスクが高ま
っているという認識が広く求められると
ころです。そして、これだけ山と集落が
接している国土の利用環境であれば、里
山資源を適切に利用し続けていく施策も
求められると思われます。
もちろん、失火することには注意が必

要ですが、火事が大規模になる背景につ
いても関心を持つことは大切です。山火
事の大規模化は、わが国だけの特殊例で
はないようで、ここ数年世界各地で発生
しており、共通の要素が潜んでいると考
える必要があるのかもしれません。
大規模な山火事は、単に林木が消失す

るというだけでなく、集落への被害、大
量の土砂が山地から河川、海へ流出して
これまでの環境を大きく変化させて経済
的損失で終わらない暮らしへの環境の悪

林野庁HP

昭和22年以降の林野火災発生件数の推移



豪雨になると、
なんとなく気になる話

九州北部では、8月10～11日にかけて記
録的な大雨に見舞われ大変な災害が発生し
た上に、続いて激暑という耐えがたいこと
に苦労しています。2011年の東日本大震災
では雪がちらつく寒い日でしたが、どちら
も心身ともにつらいものです。様々な報道
を聞くたびに、その心労には同情を禁じ得
ません。
ところで、災害のたびに聞く言葉や用語

をよく考えると、なんとなく気になるとい
うか、再確認というか、いくつか思うこと
もあるような気がします。
１．「不要不急の外出は控えるよう
に・・・」について
この呼びかけをどうとらえて行動するか、

人によって或いは相手によって様々な事情
がありますが、不要不急というのは、後で
もできることを意味しているものと思いま
す。いまでなくてもということだとは思い
ますが、迷うことが多いものです。
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化にもつながってきます。今回の山火事を一
過性のものと思わずに、わが国の災害への対
策の一つとして重要な課題が存在しているこ
とを共通の認識にする必要があります。つく
づく災害の素因に対する適切な利用と管理が
重要になっていることを思い起こさせるもの
だったと考えています。

「出るな、遊ぶな、家に居ろ」が必ずし
も安全ではないのですが、その判断をす
る時に危険なことは、気象状況を自分に
都合の良い解釈をしてしまうことだと思
います。まずは日ごろから、どのような
地域に住んでいて、どんな災害リスクが
あるのかを把握しておくことが大事です。
そして、この外出をどうするのかは、外
出先で起きる危険な現象をイメージがで
きるかどうかです。つまり、万一の時に
外出先で安全や命を確保できるかどうか、
避難することがすぐにできるかどうかと
いうことになります。自然災害には素因
と誘因がありますが、その素因について
正しい知識にもとづいて、どんなことが
想定されるのかという経験知を活かすと
いうことではないでしょうか。その判断
によっては、避難の方法やルートの確保、
避難場所の選定もできますし、用水路や
河川の様子を見に行くということも避け
ることができます。どうしても、外出す
るとなれば、道路の安全性についても土
砂災害のリスクの高い道路は避け、前ぶ
れなどに反応する災害勘も大切になりま
す。自分だけは安全だということはあり
ません。どうしても外出する必要性や緊
急性があるときには、まずは、正確な情
報を適切に、慎重に多面から判断するこ
とが求められています。



２．気になる予想、予測、予報の違い
これらの言葉は似ているようにも感じ

ますが、なんとなく予報といわれると、
臨場感というか切迫感を感じてしまいま
す。予報とは「観測の成果に基づく現象
の予想の発表」（気象業務法）と定めら
れていると聞くと、一層確かなものとい
うような気になり納得してしまいません
か。
どの言葉も日常的に使われていますが、

少しずつ違いがあります。予想は、あら
かじめ想像することで、とくに客観的な、
数値的な裏付けがあるわけではありませ
ん。何となく勘的なものもありますが、
予測・予報の解説などでも使われること
があります。ある程度経験的なことも
あって使われるような気がします。聞く
方としては、大いに参考になりますとい
うところだと思います。予測は、推定と
いうことだと思いますが、何らかの根拠
もあることが多く、気象などでは数値モ
デルから見出された結果であると思いま
す。これには、あまり人の判断などは避
けているので、算定結果ではこうなりま
すということではないでしょうか。一方、
予報となると、数値予報モデルや観測の
結果をもとに、専門の予報担当者が作成
して発表するもので、いわば人が味付け
をしたものになっています。予想、予測、
予報という言葉は少しずつ意味合いが違
いますので、天気予報を聞くときに気に
するのも面白いというか関心が広がると

思います。
３．「数十年に一度の・・・」とか「こ
れまでに経験したことのない・・・」と
は？
大雨の時に、よくいわれる言葉ですが、

すごいことになっているということはわ
かりますが、なぜこのようなことが起き
るのでしょうか。
地球温暖化で全国的に大雨が増加して

いるといわれていますが、地域によって
雨の降る様子が異なっています。大雨が
あると土砂災害の危険度も増加しますが、
その基準として土壌雨量指数というのが
あります。四国や紀伊半島南部のような
地域では台風の影響で毎年雨量が多く指
数も高いのですが、東北や北海道などで
は雨量が少なく指数も低いのです。
つまり、雨量に強いかどうかが水害の発
生に関係しますので、あまり雨が降らな
いところで大雨が降るとなると、数十年
に一度という表現になるわけです。
ところで、地球温暖化が進むと、気象

はどう変化するのだろうか。まずは、極
端な現象（大雨や猛暑）が増えていくと
いわれています。線状降水帯の発生が多
くなって当たり前の現象になっていった
り、ドカ雪が発生したりするといわれて
いて、その傾向は年々顕著になってきて
います。また、台風も進路がこれまでと
異なって太平洋側にシフトして長期化し
て停滞する傾向になり、雨量も増加する
ということになってきています。

認定 法人 防災・減災サポートセンターNPO
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４．災害デマに注意
災害が発生すると、多くの情報が様々

な形で伝わります。その情報も事実なも
のから不確かな怪しげなものまで多数あ
ります。どうかすると自分に都合の良い
情報で行動したりすると大変なことにな
ります。そのためには、大きくは次の点
を頭に入れておく必要があります。

①不安をあおる内容の場合には、、同じ
内容が公的機関から出ているかどうかを
チェックする。不安を呼び起こすフェイ
ク画像などの確認をする。過去の災害や
生成AIによるものが多くなっています。

②実名の人による発信でないものは要注
意です。これまでも同じような発信をさ
れていることが多いようです。

③正しい情報を確認する習慣を身につけ
る、正しい知識によってのみ適切な評価
ができる。自分に都合の良いものだけを
収集しない。

④伝える前に、冷静になってデマを広げ
ないようにする。特に、災害時にはＳＮ
Ｓでの救助要請が多くなりますので、投
稿の検索をする。悪質な詐欺にも要注意。
必ず周囲に相談することも良い。

５．天気の急変を知るには？
天気が急変すると、対応ができないだ

けでなく思わぬ被害に巻き込まれてしま
うという事例は多くあります。そのため
には、気象情報を適切に確認して行動す
るようにしなければなりません。これに
は気象庁ウェブサイトの気象情報を上手
に使うことで、最小限の被害や影響を避
けることができます。

①翌日以降の週間天気（天気予報）で確
認しますが、信頼度にランクがあります。

②今日・明日の天気（天気分布予報）で
確認するとどこで、どんな天気かが確認
できます。

③雨の予想（今後の雨）では、15時間先
までの降水分布予報が見られます。

④直前の様子（雨雲の動き）では、レー
ダー観測によるリアルタイムで積乱雲の
位置や動きを確認できます。

⑤「大気の状態が不安定」、「雷を伴
う」、「竜巻などの激しい突風」の言葉
があれば要注意、急変が予想されます。



早めの備え、避難は命を守る保険です。
当たらなくても得した、ラッキーと考
えたい。
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６．AIで気象予報の精度が大きく進化
しているらしい
実は、天気予報は昔からAI（人工知
能）的な手法を取り入れています。天
気予報は、物理的な法則から将来の大
気を計算するという数値予報モデルを
基にしています。過去の観測や数値予
測を学習して最新の数値予測を利用す
るという作業をベースにして予報担当
者が予報を作成してきていました。た
だし、未学習のことはできないという
システムでしたので予測までには至ら
ないものでした。
最近では、コンピューターがより深

く学習して、自ら特徴を見出していく
という深層学習（ディープ・ラー二ン
グ）が繰り返されることで、極端な大
雨や猛暑といったものでも予測精度が
向上してきています。
今後ますます、その予測技術は進展し
ていくものと期待されています。

会員募集
 特定非営利活動法人防災・減災サポートセン
ターでは、一緒に活動していただける会員を
募集しております。また、いろいろな制約で
一緒に活動できない方の賛助会員としての参
加も大歓迎です。
年会費 3,000円（入会金はありません）
お申込み方法
入会申込書に必要事項を記入して、事務局に
メールまたは郵送などでお送りください。
（入会申込書は、下記のURLの「入会ご案内
とご寄付のお願い」の「入会ご案内」の様式、
内容でお願い致します）
2025年9月現在 正会員20名、賛助会員23名

   賛助会社 2社

発行；認定特定非営利活動法人
防災・減災サポートセンター

住所；宮城県富谷市ひより台2-11-3
電話；022-358-9151
URL；https://bousai-support.or.jp/
メール；info@bousai-support.or.jp

つまり、深層学習により、大量の過去の
観測・数値予報と最新の気象状況で予測
ができるようになってきているというこ
とです。ただし、勉強のしすぎで、時に
は荒唐無稽なものも生成するらしく、そ
れでも厚顔無恥でいられるというのもAI
らしいところです。
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